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40 拙論「他所者の無記名証券による隠匿――ヴェルナー・ゾンバルトのユダヤ人観の一断面（１）」、本誌
277 号、5～6 頁。なお、以下〔 〕は引用者による注記である。 
41 同上、19 頁。 






















                                                                 
42 Sombart, Werner. Die Juden und das Wirtschaftsleben, Leipzig, 1911, S. 92. 金森誠也／安藤勉訳『ユダヤ人と















44 ibid., S. 93. 同上、137 頁。 

































者（Gläubiger）である G0 がこの者に支払義務を負う債務者（Schuldner）である S に宛てて手
形を振り出す。このとき、手形受取人の欄は G1の名前が記名されている。その後 G1 は G2に手
形を譲渡するが、その際 G1は G2の名前を裏書しておく。こうして手形の支払請求権をもつ債
                                                                 
45 ibid., S. 92. 同上、136 頁。 
46 ibid., S. 66. 同上、105 頁。 
47 ibid., S. 63. 同上、101 頁。 
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48 記名式裏書については、大塚龍児／林竧／福瀧博之『商法Ⅲ――手形・小切手（第 3 版）』有斐閣、2006
年、272 頁。 
49 同上、19 頁。 















は、そのやり取りの場合はどうか。一見すると、<1>銀行 G1 は S から G0 への支払をいわば代
行することで損をし、G2はSから手形債権を取りたてることで得をするようにみえる。しかし、
G1と G2とは銀行どうしで逆の立場での取引も行っているのがふつうである。すなわち、<2> G2








                                                                 
50 Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, SS. 67-68. 金森／安藤訳、107 頁。なお、この引用個所は元の
論文では註に落とされていたが、『ユダヤ人と経済生活』において本文に組み入れられた。Sombart, Werner. 
Die Kommerzialisierung des Wirtschaftslebens, in: Archiv für Sozialwissenschaft und Sozialpolitik, XXX, 1910, S. 
639-640. 









関与なしに成立した唯一のケースである」（ibid., S. 68. 
同上、107 頁）。なお、この引用箇所も元の論文においては注に落とされていたが、『ユダヤ人と経済生活』
では本文に組み込まれている。Sombart, Die Kommerzialisierung des Wirtschaftslebens, S. 638. 
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そのものがこれを可能にするのである。前述の手形譲渡では G2 が S に手形の支払請求を行う
ケースを書いたが、それだけとはかぎらない。G2が G1 と同様に別の人間 G3の名を裏書し、こ
の者に手形を譲渡するケースもありえるであろう。さらに、G3もまた S に支払請求をせず別の




人のために市場から手形を振り出すという方法が広く行われた。このときの手形の呈示人（図 1 の G2）は

































の形式に即して説明しておこう。ある債権者 G0 は債務者（S）を名宛人とする白地手形を G1
へと振り出す。このとき、手形受取人の欄は空白のままである。この手形を G1 は別の人間 G2
に譲渡する。このとき、G1 は G2 の名前を裏書しない。G2 はこの手形を G3 に譲渡するが、G2
も同様に G3 の名前を裏書しない。以下、G3→G4→……→Gn と裏書しないかたちで手形が譲渡
されていき、最後 Gnが受取人の欄に記名して、債権者として S に債権を行使する。 
ここで重要なのは、（b）および（c）にも述べられているように、G1から Gnに至るまでの手
形の譲渡に S は一切介入・関知することができないことである。とりわけ、（c）よりあきらか
だが、G1 から Gn までの裏書がなされていないからといって、その譲渡過程の証明を要求する
ことは許されないのだ。この方法は白地裏書と呼ばれ、先に述べた記名式裏書の方法を簡略化
                                                                 
53 Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S.82-83. 金森／安藤訳、125-126 頁。 
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54 白地式裏書の方法に関しては大塚／林／福瀧『商法Ⅲ――手形・小切手（第 3 版）』、115-117 頁参照。 



















白地裏書、そして白地手形の結果、いまや中心となるのは債務者 S と任意の債権者 Gn との
関係のみである。しかし、この S と Gnは互いを見知らぬ者どうしとなっている。この事態は、
すでに記名式裏書の際に G2への譲渡の時点で、S と G2 の間で起こっていた。そもそも、この
単純な四角関係においては、G2（第三者）と G0（振出人）および S（名宛人）に直接的なつな
がりがなくてもよい。したがって、G0や S と「経済的な絆」のないまったく見知らぬ他人であ
る G2が S に対して手形の支払を請求してもよいことになっている。その一般化したかたちが S
と Gnの関係だといってより。このような状況下では、S も Gnもたがいに誰かを確認すること
は不可能である。とりわけ、S にとっては、つねに Gn自体が譲渡により新たな債権者に交替す
るために、債権者であるか否か確認しようがなくなる。このことをゾンバルトは「信用諸関係
の事物化（Versachlichung der Kreditbezieungen）」55とよんで以下のように特徴づける。 
                                                                 







































                                                                 
56 ibid., S. 62. 同上、100 頁。「見知らぬ者」の表記は Unbekannt となっている。 
57 ibid., S. 77. 同上、118 頁。Kuntze, Johannes Emil. Die Lehre von Inhaberpapieren oder Obligationen au porter, 
rechtsgeschichtlich, dogmatisch und mit Berücksichtigung der deutschen Partikularrechte, Leipzig, S. 48. 
Goldschmidt, Levin. Inhaber-, Order- und executorische Urkunden im classischen Altertum, Zeitschrift der 
Savigny-Stiftung für Rechtsgeschichte, Romanischer Abteilung, 10, 1889, S. 352-396, bes. S. 355-356. 以上につい
ては、拙稿「ドイツ社会学史における法学の影響――有価証券をめぐる論争を例に」、『ジンメル研究会会
報』17 号、2012 年、15 頁も参照。 
58 Auerbach, Leopold. Das jüdische Obligationenrecht, Berlin, 1870-1871. Reprint, Israel, 1976, S. 163. 
59 Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 89-90. 金森／安藤訳、134 頁。 





















ように白地手形における債権債務関係は実質的に S と Gnの関係となる。したがって、（a）で述
べているように白地手形に自身の名を署名した Gnこそが債権者である。しかし、（d）のケース







                                                                 
60 ibid., S. 90. 同上、135 頁。 
61 ibid., S. 90. 同上、134 頁。 
62 ibid., S. 77. 同上、118-119 頁。 



































































                                                                                                                                                                       
礎としているように思われるが、その学説史的検討は今後の課題とする。ただし、その萌芽的検討は前掲
拙稿「ドイツ社会学史における法学の影響」で行った。 
65  Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 90. 金森／安藤訳、133 頁。なお、本稿において
„Übertragung“の訳語は「移譲」で一貫させている。それは、有体物である証書の「譲渡（Veräußerung）」と
権利（債権）の「移譲（Übertragung）」とを厳密には区別するフリードリヒ・カール・フォン・サヴィニー
の化体説を念頭におく必要があるからである。Savigy, Friedrich Carl von. Das Obligationenrecht als Theil des 






入門 第 2 版』1998 年、231 頁）。現在の手形においても本名以外の名称を使うことは許されている。 
67 Sombart, Die Juden und das Wirtschaftsleben, S. 78-79, SS. 83-85. 金森／安藤訳、119-120 頁、126-128 頁。 



























                                                                 
68 むろん、この債権の安全性を実態よりも高く見せること、つまり粉飾することで譲渡することは可能で
ある。この譲渡そのものの本性が投機を生み出したことは否定できない。この点は株式において典型的に
現れてくる。註 71 参照。 






Kommerzialisierung des Wirtschaftslebens (Schluß), in: Archiv für Sozialwissenschaft und Sozialpolitik, XXXI, 1910, 
S. 23）。 























                                                                 













あった」（ibid., S. 101. 同上 147-148 頁）。 
72 ibid., S. 94. 同上、139 頁。 












るキリスト教徒の商人の手形を処理することも可能だったのである（ibid., S. 20. 同上、49 頁）。 





































                                                                 
74 ibid., S. 94-95. 同上、139-140 頁。 





































































                                                                 
75 Sombart, Werner. Der Bourgeois. Zur Geistesgeschichte des modernen Wirtschaftsmenschen, München und 
Leipzig, S. 380. 金森誠也訳『ブルジョワ――近代経済人の精神史』中央公論社、1990 年、391 頁。 




































間とディアスポラ」、『岩波講座 世界歴史 15 商人と市場――ネットワークのなかの国家』岩波書店、1999
年、205 頁）。 
77 以上については、拙論「他所者の無記名証券による隠匿――ヴェルナー・ゾンバルトのユダヤ人観の一断
面（１）」、本誌 277 号、3 頁の註 6 および 6 頁の註 13 に提示した文献も参照していただけると幸いである。 
